
医療・介護連携についての実態

（現場は、基本的なことでも難しさを感じている）

Q 新しく患者・利⽤者を引き受けるときに、今まで患者に関わって
いた医療機関や事業所がわからない（情報がない）ことがある

救急告示病院
(病棟看護師)

n=59

救急告示病院
(地域連携室)

n=31

患者の情報の取得に（しかも基本的な情報すら）苦労している

その他の病院
(病棟看護師)

n=225

その他の病院
(地域連携室)

n=74

【出典】北九州医療・介護連携プロジェクト会議
「医療・介護連携に関する調査」（平成30年10⽉）
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Q 各医療機関や事業所の窓⼝がわからない、また医療機関や事業所で
ルールに差があり、それを把握したり合わせたりすることが大変だ
と感じる

訪問看護ステーション
n=167

ケアマネ事業所
n=295

各医療機関・事業所の窓⼝や取扱いのバラバラさに困っている
【出典】北九州医療・介護連携プロジェクト会議
「医療・介護連携に関する調査」（平成30年10⽉）

Q 患者が入院した際の第⼀報を⾏う患者像

【病院】 すべての患者 27.9％

【診療所】 すべての患者 83.9％

Q 患者・利⽤者が入院した際の第⼀報をもらいたい患者像

【訪看・CM事業所】すべての患者 79.7％

【出典】北九州医療・介護連携プロジェクト会議
「現状調査結果」（平成31年２⽉）
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Q 患者の退院⾒込みの連絡を⾏う時期 Q 患者・利⽤者の退院⾒込みの連絡を
もらいたい時期

病院
n=44

Q 患者が入院した際の第⼀報を⾏う時期
（「入院４⽇以降」または「定めなし」が６割）

Q 患者・利⽤者が入院した際の第⼀報を
もらいたい時期（「入院３⽇以内」が８割）

病院
n=43

診療所
n=155

訪看・CM事業所
n=256

【出典】北九州医療・介護連携プロジェクト会議 「現状調査結果」（平成31年２⽉）

診療所
n=155

訪看・CM事業所
n=256

Q 市内全体で効率よく患者・利⽤者情報が提供・共有される仕組みを
作るためには、何が必要か︖ （５つまで選択）

医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
の

間
で
受
け
渡
し
す
る

共
通
の
情
報
共
有
シ
ー
ト

か
か
り
つ
け
医
や
ケ
ア
マ
ネ

の
連
絡
先
等
が
書
か
れ
た

共
通
カ
ー
ド

（
患
者
・
利
用
者
が
所
持
）

既
往
や
家
族
情
報
、
医
療
・

介
護
の
経
過
等
を
書
く

共
通
フ
ァ
イ
ル

（
患
者
・
利
用
者
が
所
持
）

各
機
関
の
入
退
院
時
の

窓
口
連
絡
先
・
独
自
ル
ー
ル

等
の
一
覧

入
退
院
時
等
に
、
ど
の
医
療

機
関
や
事
業
所
で
も
使
え
る

患
者
・
利
用
者
へ
の

説
明
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

患者・利⽤者情報の取得をスムーズにしたいと思っている

各医療機関などの取扱いの「⾒える化」や
バラバラさの縮小などへの期待もある

全体 n=1,031

【出典】北九州医療・介護連携プロジェクト会議
「医療・介護連携に関する調査」（平成30年10⽉）

・北九州とびうめネット連携事業
・情報提供ルール

・病院窓⼝ガイド
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